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間葉系幹細胞（MSCs）

間葉系幹細胞（MSCs）
とは生体内に存在する
幹細胞の一つで、中胚
葉由来の組織である骨
や軟骨、血管、心筋細
胞に分化できる能力を
もつ細胞である。
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骨芽細胞，軟骨と脂肪細
胞への分化能を有する

三次元（3D）培養の種類

Dominici M,et al. Cytotherapy 2006; 8: 315–317.

Cellhesion® Culture (3D培養）

MSCs品質評価の課題

若いMSCs 老化したMSCs

➢ マーカーが発現していても増殖する細胞か
どうかなどの品質の良さは判断できない。

➢ MSCは由来組織やドナー間での差も大きく、
若い継代数であっても細胞増殖せず継代でき
ない場合もある。

➢ どの段階でその培養を中断するかは、作業者の
判断にゆだねられているのが現状である。

培養の種類 浮遊 / 付着 2D / 3D 培養

ゲル培養 付着 2D/3D 培養

シート培養 付着 2D（単層）/3D 培養（多層）

スフェロイド培養 浮遊 / 付着 3D 培養

オルガノイド培養 浮遊 / 付着 3D 培養

灌流培養 浮遊 / 付着 3D 培養

攪拌培養 浮遊 / 付着 3D 培養

脱細胞での培養 付着 3D 培養

3Dバイオプリンティング 付着 3D 培養

その他の高分子材料 浮遊 / 付着 2D / 3D 培養

Miyamoto Y, et al. Organ Biology. 2020; VOL.27 NO.1.

定義

（株）日産化学は再生医療分野において間葉系幹細胞（ＭＳＣ）培養用
足場材「FCeM Cellhesion-MS」を開発した。動物試験では、同足場材
で培養したＭＳＣは、従来の平面培養された細胞に比べ約７倍の抗炎
症作用を示しており、様々な疾患の治療への応用が期待されている。

細胞品質評価プロセス

細胞観察装置 (BioStudio-T, Nikon, Japan)

(株) Nikonより

研究目的
「再生医療・細胞治療研究」は再生医療の実用化技術である「３D間葉系幹細胞（MSCｓ）の大量培養」と「間葉系幹細胞に関する画像
診断」の開発などを推進する目的である。

結論
➢ 三次元大量培養は二次元の物よりMSCｓの未分化性・遊走性が保たれており、優位な治療効果を得られることが期待できる。
➢ 三次元培養されたMSCｓの形状を観察・評価することで品質評価を行うことが可能となる。

研究内容・課題
品質の高い「 ３D間葉系幹細胞（MSCｓ）大量培養」と「間葉系幹細胞画像診断」 技術の実用化にむけて研究及び開発などを行い、
特殊技術の習得を目的とした人材育成において、多くの技術者を養成することも本講座の大切な役割である。
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培養過程の画像を保存し、加えて画像解析により細胞増殖などを
数値化することにより、工程管理が可能となり、判断基準の明確化
につながると考えられる。

（株）Nikonより

100μm100μm

C) 細胞培養時の走査型電子
顕微鏡画像（足場材を土台に
真球状のMSCが増殖している）

A) Cellhesion®材料 B) 材料と培地

（株）日産化学より
D) Cellhesion® Cultureの形態
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期待される結果
「 ３D間葉系幹細胞の大量培養」と「間葉系幹細胞に関する画像診断」 技術などの臨床研究を基盤に、国際レベルの先端的な再生
医療研究及び開発を目指して、日本発の再生医療技術をグローバルに展開する活動をしていきたいと考える。


